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1. 平成30年3月期の業績（平成29年4月1日～平成30年3月31日）

(1) 経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期 10,794 2.7 91 41.5 105 53.9 103 5.0

29年3月期 10,509 △2.8 64 △89.2 68 △88.3 98 △70.2

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利益

率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

30年3月期 14.54 ― 2.2 0.9 0.8

29年3月期 13.74 ― 2.2 0.6 0.6

（参考） 持分法投資損益 30年3月期 ―百万円 29年3月期 ―百万円

(2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

30年3月期 12,072 4,784 39.6 672.80

29年3月期 11,275 4,622 41.0 649.89

（参考） 自己資本 30年3月期 4,784百万円 29年3月期 4,622百万円

(3) キャッシュ・フローの状況
営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

30年3月期 314 △455 223 594

29年3月期 637 △837 288 512

2. 配当の状況

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
純資産配当

率第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

29年3月期 ― ― ― 12.00 12.00 85 87.3 1.8

30年3月期 ― ― ― 10.00 10.00 71 68.8 1.5

31年3月期(予想) ― ― ― 10.00 10.00 59.3

3. 平成31年 3月期の業績予想（平成30年 4月 1日～平成31年 3月31日）
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 4,500 △2.0 △60 ― △60 ― △40 ― △5.62

通期 10,800 0.0 200 118.3 200 90.1 120 16.0 16.87



※ 注記事項

(1) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 　：　無

② ①以外の会計方針の変更 　：　無

③ 会計上の見積りの変更 　：　無

④ 修正再表示 　：　無

(2) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期 7,200,000 株 29年3月期 7,200,000 株

② 期末自己株式数 30年3月期 88,570 株 29年3月期 87,231 株

③ 期中平均株式数 30年3月期 7,111,932 株 29年3月期 7,164,580 株

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等につきましては、添付資料２
ページ「経営成績に関する分析」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当事業年度におけるわが国経済は、政府の経済政策を背景に企業収益の改善や雇用情勢の持ち直

しがみられるなど、国内景気は緩やかな回復基調で推移している一方で、世界経済においては、米

国の政策動向や中国やアジア新興国における経済成長の減速懸念等から、景気の先行きは依然とし

て不透明な状況が続いております。

このような事業環境の中、原子力発電所からの受注は減少したものの、主要顧客である製造業か

らの受注や、各種インフラ整備改修に伴う建設業からの受注に加え、中国からの受注が堅調に推移

したこと等から、売上高は107億94百万円と前事業年度比で2.7％の増となりました。

一方、利益面では、将来に向けての新製品開発等に伴う機械、金型の減価償却費や、各種製品の

供給体制強化に伴う諸経費の増加等が続き、売上総利益は前事業年度比1.9％増の31億39百万円に

とどまりました。

また、販売費及び一般管理費は、営業活動を強化したことに伴う諸経費の増加等から、前事業年

度比1.0％増の30億47百万円となりました。

以上の結果、営業利益91百万円（前事業年度比41.5％増）、経常利益１億５百万円（前事業年度

比53.9％増）となりました。また、法人税等の更正による還付金が32百万円あったこと等から、当

期純利益は１億３百万円（前事業年度比5.0％増）となりました。

（２）当期の財政状態の概況

（資産）

流動資産は、75億58百万円となり、前事業年度末に比べて７億93百万円増加しました。これは主

に、現金及び預金が82百万円、たな卸資産が４億18百万円、売掛金が１億23百万円、電子記録債権

が４億70百万円増加し、受取手形が２億42百万円減少したこと等によるものです。

固定資産は、45億13百万円となり、前事業年度末に比べて3百万円増加しました。これは主に、投

資有価証券が２億８百万円増加し、有形固定資産が２億12百万円減少したこと等によるものです。

この結果、当事業年度の総資産は、120億72百万円となり、前事業年度末に比べて７億96百万円増

加しました。

（負債）

流動負債は、52億59百万円となり、前事業年度末に比べて３億48百万円増加しました。これは主

に、短期借入金が２億円、電子記録債務が１億31百万円、未払費用が34百万円、買掛金が29百万円

増加し、１年内返済予定の長期借入金が１億31百万円減少したこと等によるものです。

固定負債は、20億28百万円となり、前事業年度末と比べて２億85百万円増加しました。これは主

に、長期借入金が２億80百万円、繰延税金負債が68百万円増加し、リース債務が28百万円減少した

こと等によるものです。

この結果、当事業年度の負債合計は、72億87百万円となり、前事業年度末に比べて６億34百万増

加しました。

（純資産）

当事業年度の純資産合計は、47億84百万円となり、前事業年度に比べて１億62百万円増加しまし

た。これは主に、利益剰余金合計が18百万円、その他有価証券評価差額金が１億44百万円増加した

こと等によるものです。

この結果、自己資本比率は、前事業年度末の41.0％から39.6％となりました。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当事業年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）については、税引前当期純

利益１億４百万円、減価償却費６億76百万円、売上債権、たな卸資産、仕入債務、未払費用の増

加、有形固定資産の取得、長期借入金の返済等の要因により、資金残高は、前事業年度末比で82百
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万円増加の５億94百万円となりました。

当事業年度末における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果、得られた資金は、３億14百万円（前事業年度比３億23百万円減）となりまし

た。これは主として、税引前当期純利益１億４百万円、減価償却費６億76百万円、売上債権の増加

３億59百万円、たな卸資産の増加４億18百万円、仕入債務の増加１億67百万円、未払費用の増加34

百万円等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果、使用した資金は、４億55百万円（前事業年度比３億81百万円減）となりまし

た。これは主として、有形固定資産の取得による支出４億19百万円、無形固定資産の取得による支

出35百万円等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果、得られた資金は、２億23百万円（前事業年度比64百万円減）となりました。こ

れは主として、短期借入金の減少額２億円、長期借入れによる収入８億円、長期借入金の返済によ

る支出６億51百万円、配当金の支払額85百万円等によるものであります。

なお、当社のキャッシュ・フロー関連指標の推移は、下記のとおりです。

　 平成28年３月期 平成29年３月期 平成30年３月期

自己資本比率（％） 39.2 41.0 39.6

時価ベースの自己資本比率（％） 39.9 41.3 46.7

キャッシュ・フロー対有利子負債比率（％） 432.0 430.5 974.0

インタレスト・カバレッジ・レシオ（倍） 16.6 27.2 16.2

自己資本比率：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い

（注１）株式時価総額は、自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しています。

（注２）キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しています。

（注３）有利子負債は、貸借対照表に計上されている負債のうち、利子を支払っている全ての

負債を対象としております。

　

（４）今後の見通し

今後のわが国経済につきましては、政府の経済政策等を背景に緩やかな景気回復が期待されるも

のの、海外経済の減速懸念など、景気の先行きは引続き予断を許さない状況で推移するものと思わ

れます。

呼吸用保護具は、製造業の業績回復に加え、各種社会インフラの整備改修や、地震、感染症、テ

ロ等の突発的な天災や各種災害に対する危機管理対策等の需要から、全体として一定以上の受注は

維持すると思われます。

このような環境の中、当社としましては、製商品の安定供給と、ユーザーのニーズに応える新製

品開発に引き続き注力することで、労働安全衛生保護具の専門会社としての社会的責任、使命を果

たしてまいります。

以上のことから、次期業績予想は、売上高108億円（前事業年度比６百万円増）、営業利益２億円

（前事業年度比１億８百万円増）、経常利益２億円（前事業年度比94百万円増）、当期純利益１億

20百万円（前事業年度16百万円増）を見込んでおります。
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２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社は日本基準による非連結決算を実施しております。今後につきましては、国内他社のＩＦＲ

Ｓ（国際会計基準）採用動向等を踏まえた上で、適切に対応する体制の整備に努めてまいります。
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３．財務諸表及び主な注記

（１）貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成29年３月31日)

当事業年度
(平成30年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,352,802 1,435,018

受取手形 692,577 450,357

電子記録債権 68,922 539,726

売掛金 1,762,446 1,885,998

商品及び製品 1,511,668 1,851,420

仕掛品 397,824 469,163

原材料及び貯蔵品 762,389 769,559

前払費用 28,256 39,626

繰延税金資産 98,793 105,654

その他 90,197 12,818

貸倒引当金 △42 △361

流動資産合計 6,765,837 7,558,982

固定資産

有形固定資産

建物 2,920,803 2,936,536

減価償却累計額 △1,453,198 △1,541,960

建物（純額） 1,467,605 1,394,575

構築物 97,785 97,785

減価償却累計額 △79,745 △82,800

構築物（純額） 18,040 14,985

機械及び装置 3,417,579 3,516,647

減価償却累計額 △2,628,355 △2,797,516

機械及び装置（純額） 789,224 719,130

工具、器具及び備品 3,402,228 3,583,832

減価償却累計額 △2,923,763 △3,195,043

工具、器具及び備品（純額） 478,465 388,789

土地 823,663 823,663

リース資産 193,229 151,306

減価償却累計額 △111,881 △97,473

リース資産（純額） 81,348 53,832

建設仮勘定 － 51,036

有形固定資産合計 3,658,347 3,446,013

無形固定資産

ソフトウエア 64,637 76,737

電話加入権 6,757 6,757

リース資産 19,803 7,909

無形固定資産合計 91,198 91,404
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(単位：千円)

前事業年度
(平成29年３月31日)

当事業年度
(平成30年３月31日)

投資その他の資産

投資有価証券 714,877 923,847

出資金 2,810 2,810

従業員に対する長期貸付金 6,660 4,760

長期前払費用 3,020 11,804

敷金 31,572 31,280

差入保証金 1,330 1,330

投資その他の資産合計 760,270 975,832

固定資産合計 4,509,816 4,513,250

資産合計 11,275,653 12,072,232

負債の部

流動負債

支払手形 36,787 43,404

電子記録債務 1,936,094 2,067,604

買掛金 714,122 743,922

短期借入金 1,100,000 1,300,000

1年内返済予定の長期借入金 651,994 520,000

リース債務 38,214 31,244

未払金 72,869 67,117

未払費用 150,670 185,225

前受金 17,848 10,103

未払法人税等 1,224 49,428

未払消費税等 － 31,460

預り金 18,427 38,386

賞与引当金 170,940 170,220

その他 1,393 1,236

流動負債合計 4,910,584 5,259,356

固定負債

長期借入金 910,000 1,190,000

リース債務 45,480 17,253

長期未払金 65,636 62,248

退職給付引当金 269,462 234,398

長期預り保証金 139,899 143,622

繰延税金負債 312,067 380,792

固定負債合計 1,742,545 2,028,314

負債合計 6,653,130 7,287,670
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(単位：千円)

前事業年度
(平成29年３月31日)

当事業年度
(平成30年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 570,000 570,000

資本剰余金

資本準備金 272,577 272,577

資本剰余金合計 272,577 272,577

利益剰余金

利益準備金 142,500 142,500

その他利益剰余金

固定資産圧縮積立金 535,397 527,207

別途積立金 1,792,000 1,792,000

繰越利益剰余金 967,998 994,253

利益剰余金合計 3,437,895 3,455,961

自己株式 △55,892 △56,904

株主資本合計 4,224,580 4,241,634

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 397,943 542,927

評価・換算差額等合計 397,943 542,927

純資産合計 4,622,523 4,784,561

負債純資産合計 11,275,653 12,072,232
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（２）損益計算書

(単位：千円)
前事業年度

(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

当事業年度
(自 平成29年４月１日

　至 平成30年３月31日)

売上高 10,509,684 10,794,766

売上原価 7,427,655 7,655,462

売上総利益 3,082,028 3,139,304

販売費及び一般管理費

販売費及び一般管理費合計 3,017,259 3,047,671

営業利益 64,768 91,633

営業外収益

受取利息 504 331

受取配当金 12,785 12,512

仕入割引 1,954 3,079

受取謝礼金 4,738 5,865

受取ロイヤリティー 19,919 31,054

為替差益 7,318 3,798

その他 10,853 6,157

営業外収益合計 58,073 62,797

営業外費用

支払利息 23,107 19,209

売上割引 22,108 22,696

手形売却損 7,293 7,141

その他 1,989 202

営業外費用合計 54,498 49,249

経常利益 68,343 105,181

特別利益

補助金収入 104,400 －

特別利益合計 104,400 －

特別損失

固定資産除却損 9,494 421

特別損失合計 9,494 421

税引前当期純利益 163,249 104,760

法人税、住民税及び事業税 6,368 35,582

法人税等の更正、決定等による納付税額又は還付税
額

－ △32,119

法人税等調整額 58,408 △2,122

法人税等合計 64,777 1,340

当期純利益 98,471 103,419
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（３）株主資本等変動計算書

前事業年度（自 平成28年4月1日 至 平成29年３月31日）

(単位：千円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金
資本剰余金合

計
利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金合

計固定資産圧縮

積立金
別途積立金

繰越利益剰余

金

当期首残高 570,000 272,577 272,577 142,500 543,608 1,792,000 933,048 3,411,156

当期変動額

剰余金の配当 △71,733 △71,733

当期純利益 98,471 98,471

固定資産圧縮積立金

の取崩
△8,211 8,211 －

自己株式の取得

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 － － － － △8,211 － 34,949 26,738

当期末残高 570,000 272,577 272,577 142,500 535,397 1,792,000 967,998 3,437,895

株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
自己株式 株主資本合計

その他有価証

券評価差額金

評価・換算差

額等合計

当期首残高 △14,439 4,239,294 271,439 271,439 4,510,733

当期変動額

剰余金の配当 △71,733 △71,733

当期純利益 98,471 98,471

固定資産圧縮積立金

の取崩
－ －

自己株式の取得 △41,452 △41,452 △41,452

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

126,504 126,504 126,504

当期変動額合計 △41,452 △14,714 126,504 126,504 111,789

当期末残高 △55,892 4,224,580 397,943 397,943 4,622,523
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当事業年度（自 平成29年4月1日 至 平成30年３月31日）

(単位：千円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金
資本剰余金合

計
利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金合

計固定資産圧縮

積立金
別途積立金

繰越利益剰余

金

当期首残高 570,000 272,577 272,577 142,500 535,397 1,792,000 967,998 3,437,895

当期変動額

剰余金の配当 △85,353 △85,353

当期純利益 103,419 103,419

固定資産圧縮積立金

の取崩
△8,189 8,189 －

自己株式の取得

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 － － － － △8,189 － 26,255 18,066

当期末残高 570,000 272,577 272,577 142,500 527,207 1,792,000 994,253 3,455,961

株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
自己株式 株主資本合計

その他有価証

券評価差額金

評価・換算差

額等合計

当期首残高 △55,892 4,224,580 397,943 397,943 4,622,523

当期変動額

剰余金の配当 △85,353 △85,353

当期純利益 103,419 103,419

固定資産圧縮積立金

の取崩
－ －

自己株式の取得 △1,012 △1,012 △1,012

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

144,983 144,983 144,983

当期変動額合計 △1,012 17,054 144,983 144,983 162,037

当期末残高 △56,904 4,241,634 542,927 542,927 4,784,561
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（４）キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前事業年度

(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

当事業年度
(自 平成29年４月１日

　至 平成30年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前当期純利益 163,249 104,760

減価償却費 546,210 676,316

固定資産除却損 9,494 421

貸倒引当金の増減額（△は減少） △3 319

賞与引当金の増減額（△は減少） △25,563 △720

退職給付引当金の増減額（△は減少） △23,773 △35,064

受取利息及び受取配当金 △13,289 △12,843

支払利息 23,483 19,209

手形売却損 7,293 7,141

補助金収入 △104,400 －

売上債権の増減額（△は増加） 627,350 △359,276

たな卸資産の増減額（△は増加） △25,868 △418,260

仕入債務の増減額（△は減少） △241,631 167,927

未払費用の増減額（△は減少） △139,599 34,618

未払消費税等の増減額（△は減少） △9,297 31,460

その他 △415 △4,850

小計 793,240 211,160

利息及び配当金の受取額 13,332 12,841

利息の支払額 △23,421 △19,416

法人税等の支払額 △249,788 △4,884

法人税等の還付額 － 114,319

補助金の受取額 104,400 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 637,762 314,019

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △810,275 △419,507

無形固定資産の取得による支出 △26,493 △35,092

貸付けによる支出 △1,020 －

貸付金の回収による収入 2,474 1,870

投資その他の資産の増減額（△は増加） △1,706 △2,449

投資活動によるキャッシュ・フロー △837,022 △455,178

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 500,000 200,000

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △42,919 △38,265

長期借入れによる収入 600,000 800,000

長期借入金の返済による支出 △615,668 △651,994

社債の償還による支出 △40,000 －

配当金の支払額 △71,733 △85,353

自己株式の取得による支出 △41,452 △1,012

財務活動によるキャッシュ・フロー 288,226 223,375

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 88,966 82,215

現金及び現金同等物の期首残高 423,736 512,702

現金及び現金同等物の期末残高 512,702 594,918
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（５）財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

　 該当事項はありません。

(セグメント情報等)

　 当社の事業は、労働安全衛生保護具の製造販売の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

(持分法損益等)

　前事業年度(自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日)

　 該当事項はありません。

　当事業年度(自 平成29年４月１日 至 平成30年３月31日)

　 該当事項はありません。

(１株当たり情報)

１株当たり純資産額並びに１株当たり当期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前事業年度
(自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日)

当事業年度
(自 平成29年４月１日
至 平成30年３月31日)

１株当たり純資産額 649 円 89 銭 672 円 80 銭

前事業年度
(自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日)

当事業年度
(自 平成29年４月１日
至 平成30年３月31日)

１株当たり当期純利益金額 13 円 74 銭 14 円 54 銭

　(算定上の基礎)

当期純利益(千円) 98,471 103,419

普通株式に係る当期純利益（千円） 98,471 103,419

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式の期中平均株式数（千株） 7,164 7,111

（注） 潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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４．その他

(１) 販売の実績 （千円未満切捨)

金 額 構成比　％ 金 額 構成比　％ 金 額

防 毒 マ ス ク 2,824,883 26.9 2,887,326 26.7 62,443

防 じ ん マ ス ク 2,300,522 21.9 2,476,114 23.0 175,592

送 気 マ ス ク 410,303 3.9 439,802 4.1 29,499

そ の 他 の
呼 吸 用 保 護 具

1,030,436 9.8 982,503 9.1 △ 47,933

そ の 他 436,141 4.1 419,215 3.8 △ 16,925

小 計 7,002,285 66.6 7,204,960 66.7 202,675

（ う ち 輸 出 額 ） (733,228) (7.0) (986,174) (9.1) (252,946)

自 給 式 呼 吸 器 2,471,179 23.5 2,503,684 23.2 32,505

送 気 マ ス ク 36,304 0.3 28,267 0.3 △ 8,036

酸素計・ガス検知器 162,817 1.6 150,288 1.4 △ 12,528

そ の 他 837,100 8.0 907,567 8.4 70,467

小 計 3,507,400 33.4 3,589,806 33.3 82,406

（ う ち 輸 出 額 ） (25,057) (0.2) (11,873) (0.1) (△ 13,183)

10,509,684 100.0 10,794,767 100.0 285,082

(758,285) (7.2) (998,047) (9.2) (239,762)

　主要製品の受注状況

　当社は、概ね見込生産を行っておりますので、記載を省略しております。

（自　平成28年 4月 1日　
区 分

合 計

増 減

　至　平成30年 3月31日）

（自　平成29年 4月 1日　

第７２期

（うち輸出額）

第７１期

製

品

商

品

　至　平成29年 3月31日）
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（２） 役員の異動（平成３０年 ６月２８日付） 

   

① 昇任取締役候補 

 

専務取締役開発設計部長 兼   小野 研一 （現 常務取締役開発設計部長 兼  

  量産設計部長                   量産設計部長) 

 

常務取締役第二生産本部長 兼  工藤 心平 （現 取締役生産技術部長 兼 

  姫路製造部長                   姫路製造部長） 

   

常務取締役研究部長 兼     野口 真  （現 取締役研究部長 兼 

  シックスシグマ推進本部長             シックスシグマ推進本部 

                         シックスシグマ推進室長） 

 

常務取締役マーケティング本部長 二戸 応典 （現 取締役マーケティング部長)  

兼 マーケティング部長  

    

② 退任予定監査役        菊田 佳幸 （任期満了による）  

 

③ その他の役員の異動 

 

専務取締役第一生産本部長   中井 悟  （現 専務取締役生産本部長 兼 

シックスシグマ推進本部長） 

 

 

以  上          
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